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１　人口の動き
　平成29年1月1日現在の兵庫県推計人口は551万7,694人である。

　昭和22年から300万人台で推移してきた人口は、昭和36年に400万人を、昭和51年には500万人を超えた。その後も増加傾向が続き、平成21年11月には560万人を突破した。昭和25年以降、阪神・淡路大震災のあった平成7年を除いて平成17年まで増加傾向にあったが、平成22年国勢調査には減少に転じ、平成27年国勢調査では減少幅が拡大している。（表１、図１参照）。
表１ 兵庫県の人口推移　　　　　　　　　
[image: image1.emf]年次

人口

国勢調査

（ 

10月１日現在）

人

昭和22年 3,057,444

25年 3,309,935

30年 3,620,947

35年 3,906,487

40年 4,309,944

45年 4,667,928

50年 4,992,140

55年 5,144,892

60年 5,278,050

平成 2年 5,405,040

7年 5,401,877

12年 5,550,574

17年 5,590,601

22年 5,588,133

27年 5,534,800
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表２ 主な都道府県の人口　

[image: image3.emf]順位 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口

人 人 人 人 人

全国 125,570,246全国 126,925,843全国 127,767,994全国 128,057,352全国 127,094,745

1

東京都 11,773,605東京都 12,064,101東京都 12,576,601東京都 13,159,417東京都 13,515,271

2

大阪府 8,797,268大阪府 8,805,081大阪府 8,817,166神奈川県 9,048,302神奈川県 9,126,214

3

神奈川県 8,245,900神奈川県 8,489,974神奈川県 8,791,597大阪府 8,865,245大阪府 8,839,469

4

愛知県 6,868,336愛知県 7,043,300愛知県 7,254,704愛知県 7,410,719愛知県 7,483,128

5

埼玉県 6,759,311埼玉県 6,938,006埼玉県 7,054,243埼玉県 7,194,556埼玉県 7,266,534

6

千葉県 5,797,782千葉県 5,926,285千葉県 6,056,462千葉県 6,216,289千葉県 6,222,666

7

北海道 5,692,321北海道 5,683,062北海道 5,627,737兵庫県 5,588,133兵庫県 5,534,800

8

兵庫県 5,401,877兵庫県 5,550,574兵庫県 5,590,601北海道 5,506,419北海道 5,381,733

9

福岡県 4,933,393福岡県 5,015,699福岡県 5,049,908福岡県 5,071,968福岡県 5,101,556

10

静岡県 3,737,689静岡県 3,767,393静岡県 3,792,377静岡県 3,765,007静岡県 3,700,305

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年


国勢調査結果（10月1日現在）
２　人口増減（平成19年～28年）
平成28年の人口は、15,275人（0.28％）の減少。平成17年以降１万人未満の増加が続いた後、平

成22年には減少に転じており、7年連続の減少となった。
内訳は自然増減（出生－死亡）で12,122人減少、社会増減（転入等―転出等）で3,153人減少した。

自然増減は、平成20年に減少に転じ、9年連続減少している。　

平成28年の出生数は44,132人で前年を下回り、死亡数は56,254人で７年連続５万人台となった。

社会増減は、平成22年以降7年連続減少し、減少傾向にある。平成28年の転入数及び転出数はともに前年を下回った。（表３、図２・３・４参照）。
[image: image4.emf]表３　人口増減の推移

純増減 自然増減 社会増減 人口 自然 社会

(自然+社会

+補間補正数)

出生 死亡 転入等 転出等 増減 増減 増減

人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

19年 5,596,540 286 － 815 49,289 48,474 △ 529 238,210 238,739 0.01 0.01 △ 0.01

20年 5,596,826 1,516 － △ 201 49,222 49,423 1,717 235,929 234,212 0.03 △ 0.00 0.03

21年 5,598,342 1,207 － △ 1,416 48,430 49,846 2,623 232,030 229,407 0.02 △ 0.03 0.05

22年 5,594,061 △ 6,199 564 △ 3,741 48,540 52,281 △ 3,022 222,066 225,088 △ 0.11 △ 0.07 △ 0.05

23年 5,587,862 △ 3,499 2,254 △ 5,108 47,974 53,082 △ 645 223,116 223,761 △ 0.06 △ 0.09 △ 0.01

24年 5,584,363 △ 8,711 2,256 △ 7,382 47,026 54,408 △ 3,585 220,579 224,164 △ 0.16 △ 0.13 △ 0.06

25年 5,575,652 △ 13,107 2,258 △ 8,730 46,230 54,960 △ 6,635 218,206 224,841 △ 0.24 △ 0.16 △ 0.12

26年 5,562,545 △ 14,935 2,258 △ 10,008 44,817 54,825 △ 7,185 215,667 222,852 △ 0.27 △ 0.18 △ 0.13

27年 5,547,610 △ 14,641 1,686 △ 11,680 44,706 56,386 △ 4,647 221,282 225,929 △ 0.26 △ 0.21 △ 0.08

28年 5,532,969 △ 15,275 － △ 12,122 44,132 56,254 △ 3,153 217,747 220,900 △ 0.28 △ 0.22 △ 0.06

29年 5,517,694

△ 66,669 8,458 △ 49,922 226,911 276,833 △ 25,205 1,093,481 1,118,686 △ 1.19 △ 0.89 △ 0.45

△ 13,334 △ 9,984 45,382 55,367 △ 5,041 218,696 223,737

注）1　推計人口は国勢調査人口を基礎として算出しているため、当該年の増減数を加えても次年の人口に一致しない年がある。

　　2　転入等及び転出等には国籍異動等を含む。

　　3　増減率は各年の１月１日現在の人口を基礎に算出している。

　　4　補間補正数は、平成27年国勢調査結果による人口差修正値。

5年間（24-28年）計

5年間（24-28年）平均

増　減　率

推計人口

(1月1日)

増　減　数

区分 補間

補正数
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図４転入・転出数等の推移

転入等 転出等

 
３ 地域別人口
平成29年1月1日現在の地域別人口構成比は、神戸（27.8％）が最も高く、以下、阪神南（18.8％）、阪神北(13.1％)、東播磨(13.0％)と続いている（図５、６参照）。
平成28年中の人口増減を見ると、県内10地域の全ての地域で減少した。人口増減率で見ると、減少率が最も低いのは阪神南(△0.04％)で、最も高いのは但馬(△1.39％)であった（表４、図７参照）。
図５　地域別人口構成比（平成29年１月１日現在）　　　　　　　　図６　地域別人口の推移（国勢調査結果）
　[image: image8.emf]表４　地域別人口（構成比、増減数、増減率）

H28.1.1 H29.1.1

純増減 純増減

出生 死亡 転入等 転出等

人 人 ％ 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

県　計 5,532,969 5,517,694 100.0 △ 15,275 △ 12,122 44,132 56,254 △ 3,153 217,747 220,900 △ 0.28 △ 0.22 △ 0.06

神　戸 1,537,481 1,535,161 27.8 △ 2,320 △ 3,594 12,124 15,718 1,274 79,386 78,112 △ 0.15 △ 0.23 0.08

阪神南 1,035,613 1,035,227 18.8 △ 386 △ 601 8,936 9,537 215 45,810 45,595 △ 0.04 △ 0.06 0.02

阪神北 721,681 721,194 13.1 △ 487 △ 655 5,503 6,158 168 28,544 28,376 △ 0.07 △ 0.09 0.02

東播磨 716,504 715,468 13.0 △ 1,036 △ 461 6,152 6,613 △ 575 23,729 24,304 △ 0.14 △ 0.06 △ 0.08

北播磨 272,191 270,838 4.9 △ 1,353 △ 1,053 1,979 3,032 △ 300 8,787 9,087 △ 0.50 △ 0.39 △ 0.11

中播磨 579,031 577,189 10.5 △ 1,842 △ 1,053 4,766 5,819 △ 789 15,087 15,876 △ 0.32 △ 0.18 △ 0.14

西播磨 259,832 257,051 4.7 △ 2,781 △ 1,499 1,752 3,251 △ 1,282 6,184 7,466 △ 1.07 △ 0.58 △ 0.49

但　馬 169,813 167,459 3.0 △ 2,354 △ 1,445 1,170 2,615 △ 909 3,795 4,704 △ 1.39 △ 0.85 △ 0.54

丹　波 105,978 104,895 1.9 △ 1,083 △ 661 792 1,453 △ 422 2,644 3,066 △ 1.02 △ 0.62 △ 0.40

淡　路 134,845 133,212 2.4 △ 1,633 △ 1,100 958 2,058 △ 533 3,781 4,314 △ 1.21 △ 0.82 △ 0.40

推計人口

区分

増減率（平成28年中）

自然増減 社会増減

増減数（平成28年中）

自然

増減

社会

増減

構成比 推計人口
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４　市区町別人口

  平成29年１月１日現在の市町別人口では、多い順に①神戸市、②姫路市、③西宮市と続いている。人口が少ない順に、①神河町、②市川町、③新温泉町となっている。（図８参照）
県内49市区町のうち、この一年間で人口が増加したのは６市区、減少したのは43市区町である。

人口減少数を見ると、多い順に①神戸市北区　△1,781人、②姫路市　△1,497人、③神戸市須磨区　△1,178人となった。（9頁　第２表参照）
  人口増減率を見ると、高い順に①神戸市中央区、②加東市、③神戸市灘区と続き、低い順（減少率が高い順。以下、同様。）は①香美町、②佐用町、③宍粟市となった。
理由別に増減率を見ると、自然増減では高い順に①西宮市、②伊丹市、③神戸市東灘区と続き、低い順は①香美町、②佐用町、③市川町となった。また、社会増減では高い順に①神戸市中央区、②加東市、③神戸市兵庫区と続き、低い順は①佐用町、②香美町、③宍粟市となった。（表５、図９参照）
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図８市区町別人口（平成29年１月１日現在）


[image: image11.emf]表５　人口増減率の高い市区町（平成27年､28年）

市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）

高 1

中央区

1.31

西宮市

0.12

中央区

1.42

中央区

1.81

西宮市

0.12

中央区

1.88

↓ 2

加東市

0.41

太子町

0.08

兵庫区

0.90

加東市

0.89

伊丹市

0.07

加東市

0.91

3

東灘区

0.38

東灘区

0.07

加東市

0.43

灘区

0.32

東灘区

0.03

兵庫区

0.42

4

兵庫区

0.31

播磨町

0.05

東灘区

0.31

明石市

0.25

太子町

0.01

灘区

0.38

5

西宮市

0.29

伊丹市

0.04

垂水区

0.27

西宮市

0.18

播磨町

0.00

猪名川町

0.30

45 多可町 △ 1.90

市川町

△ 1.01

宍粟市

△ 0.91 多可町 △ 1.58

養父市

△ 0.95

多可町

△ 0.72

46 佐用町 △ 2.00

淡路市

△ 1.06

新温泉町

△ 0.98新温泉町 △ 1.87

新温泉町

△ 0.97

新温泉町

△ 0.90

47 香美町 △ 2.04

養父市

△ 1.10

多可町

△ 1.08 宍粟市 △ 1.88

市川町

△ 1.00

宍粟市

△ 1.05

↑ 48 新温泉町 △ 2.15

新温泉町

△ 1.16

香美町

△ 1.10 佐用町 △ 2.51

佐用町

△ 1.23

香美町

△ 1.27

低 49 上郡町 △ 2.19

佐用町

△ 1.25

上郡町

△ 1.21 香美町 △ 2.56

香美町

△ 1.30

佐用町

△ 1.27

順位

平成27年 平成28年

純増減 自然増減 社会増減 社会増減 純増減 自然増減


図９　市区町別人口増減率（平成28年）
[image: image12.png]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　月別人口

月別人口増減状況を見ると、例年４月と10月に増加し、他の月は減少している。

　理由別に見ると、自然増減は全ての月で減少している。社会増減は３月に大きく減少し翌４月に大きく増加するパターンとなっている（表６、図10・11・12参照）。
　　[image: image13.emf]表６　月別人口の増減数

純増減

補間

補正数

自然増減 社会増減 純増減

補間

補正数

自然増減 社会増減 純増減 自然増減 社会増減

人 人 人 人 人 人 人 人 人

1月 △ 2,662 189 △ 1,942 △ 909 △ 3,170 189 △ 2,339 △ 1,020 △ 2,786 △ 1,755 △ 1,031

2月 △ 2,666 190 △ 1,348 △ 1,508 △ 3,190 190 △ 1,466 △ 1,914 △ 2,443 △ 1,603 △ 840

3月 △ 9,175 185 △ 1,450 △ 7,910 △ 7,749 185 △ 1,317 △ 6,617 △ 8,061 △ 1,495 △ 6,566

4月 4,651 187 △ 1,166 5,630 5,402 187 △ 1,024 6,239 4,981 △ 963 5,944

5月 △ 583 187 △ 792 22 △ 996 187 △ 808 △ 375 △ 311 △ 639 328

6月 △ 560 187 △ 333 △ 414 △ 513 187 △ 470 △ 230 △ 891 △ 567 △ 324

7月 △ 143 187 △ 214 △ 116 △ 439 187 △ 348 △ 278 △ 1,102 △ 421 △ 681

8月 △ 445 187 △ 57 △ 575 △ 766 187 △ 477 △ 476 △ 527 △ 440 △ 87

9月 △ 739 187 △ 276 △ 650 △ 1,389 187 △ 428 △ 1,148 △ 1,253 △ 518 △ 735

10月 360 194 △ 329 495 389 - △ 725 1,114 276 △ 777 1,053

11月 △ 1,467 190 △ 897 △ 760 △ 996 - △ 1,042 46 △ 1,389 △ 1,318 △ 71

12月 △ 1,506 188 △ 1,204 △ 490 △ 1,224 - △ 1,236 12 △ 1,769 △ 1,626 △ 143

区分

平成27年 平成28年 平成26年
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図１　兵庫県の人口推移








平成20年に自然増減(出生―死亡)が減少に転じ、その後も減少傾向にある。








平成20年に死亡数が出生数を上回り、その差が拡大傾向にある。





転入数、転出数は、ともに減少した。
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